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研究成果の概要（和文）：　現代世界の根幹部分を正しく理解し相互理解を進めていくために、古代西アジア文
明の特筆すべき先進性と普遍性の根源を抽出し総合することで、なぜ、そしてどのように西アジア文明が現代世
界の基層となり得たのかについての解明を目指しました。各計画研究、公募研究の研究成果を総合し、古代西ア
ジアが文明を準備するための奇跡ともいえる自然環境（地理、地形、地質、動植物）を有していたこと、それら
の自然環境を多様でダイナミックな人間集団が様々に開発することで古代西アジア文明が築き上げられたことを
描きました。

研究成果の概要（英文）：For understanding the roots of the modern world and accelerating mutual 
understanding between West Asia and the west, we looked for the universality and innovative spirit 
contained within Ancient West Asian Civilization. We looked for why Ancient West Asian Civilization 
could facilitate the foundation of all modern civilization. Based on the planned and open call 
studies, we concluded that there were favorable natural environments (geography, topography, 
geological features, animals and plants) at the time of ancient West Asian Civilizations and the 
various, dynamic human groups developed these natural and cultural resources in various ways.

研究分野：考古学（先史学）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

 現代において、西欧社会によるイスラーム
に対する偏見や文明の衝突などと言う言質
の中で、西アジアの諸社会を西洋への対立軸
として捉え、非西洋的な象徴としてスケープ
ゴートとしてきた傾向があることは排除し
きれません。現代政治に極めて大きな影響を
与えてきたサミュエ ル・ハンティントンの
『文明の衝突 The Clash of Civilizations』
(1996)では、ソ連邦崩壊後の世界の紛争が国
家間の抗争から文明間の衝突へと変化し、世
界は行き詰ると分析しています。人々は人為
的な国境や国旗に従うよりも、自己のアイデ
ンティティに基づいた自身の属する文化や
文明に結集するというのです。その最も激し
い対立軸が、西欧対イスラームでした。 

しかし、文化や文明を視座とした時に、両
者は果たして本当に対立的なのでしょうか。
イスラーム以前の古代西アジア文明を深く
研究すれば、この文明が達成したムギ作農耕
や都市社会、キリスト教などが西欧社会の基
盤を形成している事実に突き当ることにな
ります。つまり西アジア文明の研究は、現代
イスラーム社会の理解のみならず、現代世界
の根幹部分を正しく理解し相互理解を深化
させていくためにも、極めて重要かつ必須の
アイテムだと考えました。 

 

２．研究の目的 

 総括班の研究目的は、新学術研究領域「現
代文明の基層としての古代西アジア文明」に
参加する各計画研究班や公募研究班をまと
め、現代世界の根幹部分を正しく理解し相互
理解を進めていくための新しい学問として
西アジア文明学を構築することにありまし
た。私たちの目指す西アジア文明学は、単な
る思索の学問ではなく、人類史的テーマを持
った西アジア各地での考古学をはじめとす
る個々のフィールド調査や出土粘土板文書
などを読み解いていく文献研究、それに連動
する環境科学、分析化学、保存化学などの実
証的研究を積み上げていくことで具現化で
きるものです。現代文明にまで繋がる古代西
アジア文明の先進性と普遍性を研究する学
問としての西アジア文明学の構築は、我が国
においてはこれまで全く行われてこなかっ
た新しい研究上の試みと言えます。 

 

３．研究の方法 

本新学術領域研究では、古代西アジア地域
にかかわる多様な人材を組織し、文理さまざ
まな分野の複数の計画研究を同時進行させ、
古代西アジア文明に関わる多様な研究に取
り組みました。計画研究、公募研究では、現
生人類の出アフリカ問題のルート追究から
始め（計画研究 1,4）、農耕牧畜技術の発明・
展開（計画研究 2,5）、冶金など工芸技術へ
の新たな視点（計画研究 3)、都市と文字の開
始と発展（計画研究 6,8）、セム系言語の発
達問題（計画研究 7）、一神教の始まり（公
募研究）、古代とイスラームとの関わり（公
募研究）など、古代西アジアの最も重要な人
類史的テーマに対し、フィールドを重視しな
がらそれぞれ新たな視点から研究を実施し
ました。またこれらの研究と、年代測定、ア
イソトープ、地質構造、石材の微細構造、タ
ンパク質の構造分析といった自然科学分野
から参加した多様な研究（計画研究 4、9～11、
公募研究）が協同して、古代西アジアの人間
社会の歴史と自然環境との関連を様々に体
系づけることに成功しました。また、研究成
果をフィールドである西アジア諸国に還元
していく一環として、文化財の科学分析と保
存を担う研究（計画研究 12）も設け、実際の
フィールドで文化財の分析・保存を手掛けて
います。 

 総括班は、計画研究、公募研究を支援し、
それらの研究成果を統合して西アジア文明
学というべき新たな研究領域の構築を目指
してきました。人類の基層文化としての西ア
ジア文明学の構築です。古代の西アジア地域
は、人類史の大転換の舞台であり続けました。
特に紀元前 1 万年前から紀元前 1 千年紀まで
の約 1 万年間は、世界のフォアランナーとし
て世界史を牽引し、そのような歴史プロセス
が、現代のあらゆる社会へと繋がる基層文化
を創りあげました。計画研究、公募研究では、
基層文化としての西アジア文明に目を向け、
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西アジア各地でのフィールドワークを通じ
て資料を収集、研究を積み上げてきました。
総括班では、古代西アジア文明の特筆すべき
先進性と普遍性の根源を抽出し総合するこ
とで、なぜ、そしてどのように西アジア文明
が現代世界の基層となり得たのかについて
の解明を目指しました。 

 
４．研究成果 

これらの研究結果を総合した結果、西アジ
ア地域が文明を準備するための奇跡ともい
える自然環境（地理、地形、地質、動植物）
を有していたこと、それらの自然環境を多様
でダイナミックな人間集団が様々に開発す
ることで古代西アジア文明が築き上げられ
たことを描くことができました。領域全体と
してのこれまでの研究成果は、特に以下の 4

報告に集約されています。 

① 『西アジア文明学の創出１：今なぜ西ア
ジア文明なのか？』Facilitating the 
Study of West Asian Civilization: What 
Does 
Ancient 
West Asia 
Tell Us? 
筑波大学西
アジア文明
研究センタ
ー編
Research 

Center for 

West Asian 

Civilization 

(ed.)、2014

年 6 月 

 

② 『西アジア文明学への招待』 筑波大学
西アジア文明研究センター編、悠書館、
東京、2014 年 12 月 

③ Ancient West Asian Civilization: 
Geoenvironment and Society in the 
Pre-Islamic Middle East, Tsuneki, A., 

Yamada, Sh. and Hisada, K. (eds.), 

Springer, New York. 2016 年 9 月 

④ 『西アジア文明学の創出 2：古代西アジ
ア文明が現代に伝えること』Facilitating 
the Study of West Asian Civilization: 
Ancient West Asian Civilization and 
the Modern World. 筑波大学西アジア文
明研究センター編 Research Center for 

West Asian Civilization (ed.)、2017 年 3

月 

各計画研究班や公募研究は様々な成果を
挙げており、それらの成果の概要については、
各班の成果報告書に詳しく書かれています。
多くの場合、複数の計画研究班や公募研究班
が連携して研究に当たり、考古学と自然科学、

 

 

 

 



文献学と言語学、考古学と歴史学、歴史学と
イスラーム学などが共同で、さらに多くの研
究分野が複合的に融合して研究が実施され
たことは、本新学術領域研究の視座と成果を
より豊かにできたものと自負しております。
このような連携研究による主要な成果をい
くつか挙げておきます。 

① イラン、トルコ、イラク・クルディス
タンで考古学調査と環境科学調査、文
献学調査を連携して行い、現生人類の
拡散、農耕や都市文明の始まり、パイ
ロテクノロジーの出現とその後の展開
の諸相について多くの成果を得、主に
英文で報告してきました（全計画研究
と公募研究の一部が様々に連携）。 

② 古代西アジアの前 2 千年紀の識字文化
の諸相、特に書記教育のカリキュラム、
暦と祭礼についての楔形文字学の国際
共同研究を実施し、最新の成果を複数
の英文モノグラフとして公刊していま
す（計画研究 6－8 班が連携）。 

③ トルコのウズムル教会壁画の修復技術
研究やシリアの文化遺産保護のための
事業にユネスコや文化庁と協力して取
り組むともに、シリアの考古学的遺産
の重要性を総括的に示すモノグラフを
英語とアラビア語で出版しています
（総括班、計画研究 6、12 が連携）。 

④ 古代西アジアに育まれた文明の諸相と
その発生のメカニズムを地球科学的・
考古学的・歴史学的・社会学的見地か
ら説明するため、シンポジウムを開催
し、一般に向けて、人類の基層文化と
しての西アジア文明の重要性を示し、
その成果として英文のモノグラフを出
版しています（全計画研究班と公募研
究班が連携）。 

⑤ 古代との断絶が強調されてきたイスラ
ーム成立期とそれ以降の西アジア社会
の中に認められる様々な古代西アジア
的伝統を整理し、それらが古代西アジ
ア文明に統合されうるものであること
を論証しました（計画研究 8 および公
募研究が連携）。 

⑥ 西アジアの古代小麦を利用した、日本
でも育成可能な早生種のデュラム小麦
の生成に成功しました（計画研究班
2・3・5 が連携）。 

本新学術領域研究では常に古代西アジア文
明と現代社会との関わりについて問い問われ
てきました。そのような意味では、上記した
主な研究成果のうち、3)～6）に関しては、古
代西アジア文明と現代社会との関わりそのも
のを扱った研究成果と言えましょう。例えば、
3)で実施しているトルコ・ウズムル教会壁画
の修復技術研究では、トルコ人若手研究者の
文化財修復技術の向上が図られ、現地での文
化財保全に役立っているばかりでなく、プロ
ジェクトを通じて現地カッパドキアの人々に
文化遺産の持つ現代的な意味を再考してもら

う大きなきっかけとなっています。またシリ
ア文化遺産の重要性を示したアラビア語本の
出版では、同書をシリアでの学校教育や周辺
国での難民学校での教育に使用する動きが広
がっており、シリア人の若者が自国に対する
誇りやアイデンティティを取り戻すきっかけ
となったといううれしいニュースも届けられ
ています。また 6)の早生種デュラム小麦生成
の成功は、日本産パスタの開発に直接つなが
るもので、古代西アジア文明の研究が現代の
私たちの生活に直接役立つことを証明してい
ます。こうした研究成果は、まさに本新学術
領域研究の様々な研究成果が現代社会の問題
解決に直接的に貢献できた事例と言うことが
できるでしょう。前述したように、本新学術
領域研究は、現代社会における西アジア社会
への偏見や対立を、古代西アジア文明を視座
として、連携と協調へという図式に変換した
いと強く願って遂行されてきましたが、こう
した実践を通じて少しでもその目的に貢献で
きたのではないかと考えています。 

本新学術領域研究を通じて、筑波大学に人
文社会国際比較研究機構（ICR）西アジア文
明研究センターという、わが国で初めて古代
西アジア文明を総合的に研究する拠点が形成
されたことも、将来の西アジア文明学の発展
を考える上で大変重要なことであったと考え
ています。研究拠点形成という新学術領域研
究の目的の一端は果たせたと考えています。
同センターを通じて、西アジア文明学という
日本ではまだ謳われたことのない新たな学術
領域が芽生えたのは、本新学術領域研究の一
つの成果と言えるでしょう。 

しかし、西アジア文明学の創成はまだ途に
就いたばかりです。多様で豊かな研究者群を
結集させ、現代社会の基層を形成した古代西
アジア文明の先進性と普遍性について新たな
発想で研究を継続していくためには、私たち
のこれからの努力が極めて重要になってくる
ことを肝に銘じて、本新学術領域研究総括班
の成果報告をさせていただきます。 
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